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TTC DSL 専門委員会 スペクトラム管理 SWG （第９回） 

 

 

平成１６年３月２６日 

長野県協同電算 

 

 

 

 

「マルチゲージは、干渉による影響も予想外に大きい」 

 

 

マルチゲージの下で、干渉源をＳＤＳＬ１．０にしてＦＤの伝送速度を測定した。以下は測定結果であ

る（参考までに、短ユニゲージと長ユニゲージの下での測定結果を再度記載する）。 

 

 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

短ユニゲージ － － ７６８０ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ － － 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ１ ７２３２ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ ４４８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ４ ６７２０ｋｂｐｓ ８９６ｋｂｐｓ ９６０ｋｂｐｓ ３２ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ５ ６６２４ｋｂｐｓ ８６４ｋｂｐｓ １０５６ｋｂｐｓ ６４ｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

長ユニゲージ － － ４５１２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ － － 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ１ ３８７２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ６４０ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ４ ３２３２ｋｂｐｓ ６７２ｋｂｐｓ １２８０ｋｂｐｓ ９６ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ５ ３２００ｋｂｐｓ ６７２ｋｂｐｓ １３１２ｋｂｐｓ ９６ｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

マルチゲージ － － ４０９６ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ － － 

マルチゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ１ ３１６８ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

マルチゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ４ ２５６０ｋｂｐｓ ７３６ｋｂｐｓ １５３６ｋｂｐｓ ９６ｋｂｐｓ 

マルチゲージ ＳＤＳＬ１．０ モデルｘ５ ２４６４ｋｂｐｓ ７３６ｋｂｐｓ １６３２ｋｂｐｓ ９６ｋｂｐｓ 

 

 

 マルチゲージ下では、ＦＤの下り伝送速度の低下量は、短ユニゲージや長ユニゲージの場合よりも大

きくなり、また低下の割合も著しく大きくなる。しかし上り伝送速度の低下量や低下の割合に大きな変

化はない。 
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干渉源をＳＤＳＬ１．５にしてＦＤの伝送速度を測定した。以下は測定結果である。 

 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

短ユニゲージ － － ７６８０ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ － － 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ１ ６６８８ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ ９９２ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ４ ６３３６ｋｂｐｓ ８９６ｋｂｐｓ １３４４ｋｂｐｓ ３２ｂｐｓ 

短ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ５ ６１１２ｋｂｐｓ ８６４ｋｂｐｓ １５６８ｋｂｐｓ ６４ｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

長ユニゲージ － － ４５１２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ － － 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ１ ３６８０ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ４ ２７８４ｋｂｐｓ ６７２ｋｂｐｓ １７２８ｋｂｐｓ ９６ｂｐｓ 

長ユニゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ５ ２７５２ｋｂｐｓ ６７２ｋｂｐｓ １７６０ｋｂｐｓ ９６ｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

マルチゲージ － － ４０９６ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ － － 

マルチゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ１ ２６８８ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ １４０８ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ 

マルチゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ４ ２３３６ｋｂｐｓ ７３６ｋｂｐｓ １７６０ｋｂｐｓ ９６ｋｂｐｓ 

マルチゲージ ＳＤＳＬ１．５ モデルｘ５ 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可 

 

 

 干渉源をＳＤＳＬ１．５にしても、ＳＤＳＬ１．０の場合と同様な測定結果になった。しかし特筆すべきこと

は、マルチゲージでは、モデルｘ５でＳＤＳＬ１．５を実装することができなかったということである（おそら

く自己干渉が強すぎるため、同一カッド内に実装したＳＤＳＬ１．５がつながらなくなってしまったのでは

ないかと思える）。 

 

 干渉源をＯＬにしてＦＤの伝送速度を測定した。以下は測定結果である。 

 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

短ユニゲージ － － ７６８０ｋｂｐｓ ９２８ｋｂｐｓ － － 

短ユニゲージ ＯＬ モデルｘ１ ７６１６ｋｂｐｓ ８９６ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ ３２ｋｂｐｓ 

短ユニゲージ ＯＬ モデルｘ４ ７５５２ｋｂｐｓ ８６４ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ 

短ユニゲージ ＯＬ モデルｘ５ ７５５２ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ ９６ｋｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

長ユニゲージ － － ４５１２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ － － 

長ユニゲージ ＯＬ モデルｘ１ ４５１２ｋｂｐｓ ７３６ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ ３２ｋｂｐｓ 

長ユニゲージ ＯＬ モデルｘ４ ４４８０ｋｂｐｓ ６４０ｋｂｐｓ ３２ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ 

長ユニゲージ ＯＬ モデルｘ５ ４４４８ｋｂｐｓ ６４０ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ １２８ｋｂｐｓ 

 
 干渉源 干渉モデル 下り速度 上り速度 下り低下量 上り低下量 

マルチゲージ － － ４０９６ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ － － 

マルチゲージ ＯＬ モデルｘ１ ４０９６ｋｂｐｓ ８３２ｋｂｐｓ ０ｂｐｓ ０ｂｐｓ 

マルチゲージ ＯＬ モデルｘ４ ４０３２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ 

マルチゲージ ＯＬ モデルｘ５ ４０３２ｋｂｐｓ ７６８ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ ６４ｋｂｐｓ 
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 測定結果から、ＯＬは、マルチゲージの場合でもとくに考慮することなく、ユニゲージの場合と同様に

実装することができるということが判明した。 

 

 さしあたり本寄書では、以下のことを提起する。 

 

１） マルチゲージは、伝送損失が予想外に大きいだけでなく、漏話減衰量も予想外に大きい。しかしそ

れらの現象は、高い周波数帯域で確認することができるが、低い周波数帯域で確認することがで

きない。 

２） 仮にユニゲージの下で、ＦＤの下り伝送速度を２０％以上低下させてはならないという条件でＥＵの

収容を容認したとしても、マルチゲージの下での収容を同じ条件で容認することはできない。 

３） 第三版を制定する主目的のひとつとして、ＥＵの収容があるとすれば、第三版を制定する前に、と

りわけマルチゲージの検証と考察が十分になされなければならない。 

 

 

以上 

 

 

 

 


